


























































Development of Hint Card to support students to “Understand of Method to solve” 





2. 1.  「わかる」と「できる」とは






















































2. 2.  ヒントカードとは


























































3. 1.  で詳細に述べている。
2. 3.  「できる」ための支援と「数学的な見方・考え方」





































3. 1.  検証授業実施概要
3. 1. 1.  対象及び実施時期
　本実践は、和歌山県和歌山市内の公立中学校、第
2 学年の 4 学級（A 組 12 人、B 組 11 人、C 組 13 人、
D 組 15 人）の生徒を対象とした。1 クラスの人数が
少ないのは、この学年がクラスを出席番号の前半と後
半で半分に分けて指導しているためである。検証授業
は、2020 年 9 月 23 日から 9 月 29 日にかけて実施した。
ヒントカードを使った検証は計 2 回実施しており、第
1 回は A・B・C・D 組、第 2 回は C・D 組で実施した。
3. 1. 2.  検証授業の概要


































3. 1. 3.  検証授業で使用したヒントカード
　まず、検証授業において使用したヒントカードを資
料 1、資料 2 に示す。それぞれ、第 1 回、第 2 回で使
用したヒントカードである。




















































































　表 5 から、検証授業全体ではのべ 39 人の生徒がヒ
ントカードを使用していたことがわかった。これは全
体のほぼ半数である。ただしクラスによって違いが見
られ、第 2 回の C 組は 1 人で最も少なく、第 1 回の
D 組は 12 人でクラスの 8 割の生徒が使用していた。
　また実践回に注目して、第 1 回と第 2 回の C 組・D
組のヒントカードの使用率を比較すると、C 組の第 1
回は 46.2%、第 2 回は 7.7%、D 組の第 1 回は 80.0%、
第 2 回は 53.3% であった。このことから、両クラスと




解き方」を使用したのは 16 人、「（ヒント）①」は 26 人、






4. 2.  ふりかえり用紙（自己評価）の結果












































実践回 クラス 生徒数 使用人数 使用率
1 A 組 12 4 33. 3%
B 組 11 8 72. 7%
C 組 13 6 46. 2%
D 組 15 12 80. 0%
小計 51 30 58. 8%
2 C 組 13 1 7. 7%
D 組 15 8 53. 3%
小計 28 9 32. 1%
合計 79 39 （49. 4%）
実践回 ヒント
解き方 ① ② ③
第 1 回 14 20 21 7
第 2 回 2 6 6 2
合計（人） 16 26 27 9
割合（%） 41. 0 66. 7 69. 2 23. 1
「自己評価 1」
4 3 2 1
人数 50 18 7 4
「自己評価 2」 3.86 3.33 2.57 1.50
「自己評価①」 98.0% 77.8% 57.1% 0.0%
「自己評価②」 94.0% 61.1% 57.1% 50.0%


























































5. 3.  ヒントカードの構成についての考察































使用 10 1 28




















































































資料 1　ヒントカード・第 1 回
資料 2　ヒントカード・第 2 回
